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パッケージ内容

 統合開発環境： Embedded Studio（Win, MacOS, Linuxクロスプラットフォーム対応)
コンパイラ（3種類）：Clang/LLVM 、GCC C/C++、SEGGER独自コンパイラ

 リアルタイムOS： embOS（高性能・低フットプリント・省電力対応RTOS）

 ファイルシステム： emFile PROパッケージ（FAT、NOR/NAND/SD/MMCディスク対応、日本語ファイル名対応）

 TCP/IPネットワーク： emNet PRO IPv4/IPv6 Dual Stack

 USBホスト： emUSB-Host PROパッケージ

 USBデバイス： emUSB-Device PROパッケージ

 GUI： emWin PROパッケージ

 MODBUS： emModbus Master / Slave（ASCII、RTU、TCP/IPチャネル）

 セキュリティソリューション： emSecure RSA / ECDSA（不正改造や不正量産を防ぐデュアルシグニチャ認証）、
emSSL（TLSセキュア通信）、emSSH（SSHセキュアログイン認証）

 暗号・認証プロトコル： emCrypt PRO（各種暗号・ハッシュアルゴリズム、認証プロトコル）

 圧縮・解凍： emCompress PRO、emCompress Embed、emCompress ToGo（ファームウェア転送効率化可能）

 IoTツールキット： IoT Toolkit（JSONパーサー、HTTPクライアント）

 デバッグツール・エミュレータ： J-Link PLUS（付属ライセンス：専用デバッグツールOZONE、フラッシュ書込み専用J-Flashツール、
SPIフラッシュライターJ-Flash SPI、無制限ブレイクポイント）

 テスト用評価ボード： emPower評価ボード、J-Link用19-Pin変換アダプタ

Embedded Studio PRO for Cortex-M
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AGENDA
 Embedded Studio PROパッケージ：ダウンロード及びインストール
 emPower評価ボード用サンプルプロジェクト作成
 SES-PROコンポネント設定、コンパイラ・リンカー・デバッガ設定
 各ソフトウエアコンポーネントの動作確認

 OZONE専用デバッグツールからETBトレース

 RTOS機能  TCP/IPネットワーク  ファイルシステム

 USBホスト  USBデバイス  GUI

 セキュリティプロトコル  暗号・認証プロトコル  圧縮・解凍

 IoTツールキット  MODBUS
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Embedded Studio (ES) Package Download & Install

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.4

環境設定

以下のURLから最新版の「Embedded Studio for Arm and RISC-V」ツールパッケージをダウンロードしてインストールします。
ユーザ様のホスト環境（PC / Mac / Linux machine）に合わせてパッケージインストーラを選択してください。

https://www.segger.com/downloads/embedded-studio/#embeddedstudio

※「Version」項目から選択して
過去バージョンのパッケージダウンロード
も可能です。

https://www.segger.com/downloads/embedded-studio/#embeddedstudio
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Embedded Studio (ES) Package Download & Install

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.5

環境設定

Arm用のツールチェィンを選択してEmbedded Studioパッケージをパソコンにインストールします。
Installダイアログの「Start SEGGER Embedded Studio」オプションが有効に設定されている場合は、
インストール完了後にEmbedded Studioツールが起動します。
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Embedded Studio (ES) Package Download & Install

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.6

環境設定

ライセンス・キーお持ちのユーザ様は、
「Accept」ボタンを押して後でLicense Managerから
ライセンス・キーをインストールしてください。

評価ボード環境で評価目的ご利用のユーザ様は、
評価利用条件を確認して「Accept」ボタンを押して
ください。

ダイアログ画面左側の「Read our License Agreement」
リンクをクリックして、SEGGER LICENSE AGREEMENT
ダイアログから評価利用条件を確認できます。
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Embedded Studio (ES) Package Download & Install

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.7

環境設定

Embedded Studioツールの初起動は、シミュレータ環境のデフォルト設定の「Hello」プロジェクトを開きます。
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License Setup

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.8

環境設定

Embedded Studioツールのメニューバーコマンド「Tool → License Manager」をクリックしてライセンスマネジャダイログを
起動します。「Activate Embedded Studio」項目をクリックします。

1

2

3
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License Setup

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.9

環境設定

ライセンス・キー文字列「License_SES_----------」を「Activate Embedded Studio」のキュー入力項目にコピーします。
「Install License」ボタンをクリックしてライセンス設定を終了します。
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SES-PRO Package Download & Install

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.10

環境設定

Embedded Studioツールのメニューバーコマンド「Tool → Package Manager..」をクリックしてパッケージマネジャ
ダイログを起動します。Check for Packagesメッセージボックスから「Yes」をクリックして最新版のパッケージを確認します。
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SES-PRO Package Download & Install

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.11

環境設定

パッケージマネジャダイアログから以下の
パッケージダウンロードActionを設定します。

 CMSIS 5 CMSIS-CORE Support Package
 CMSIS 5 CMSIS-DSP Support Package
 Embedded Studio PRO for Cortex-M 

Library Package
 emPower (NXP K66FN2M0) Board Support 

Package
 emPower_USB_Host (NXP LPC54605) 

Board Support Package

※ インストールするパッケージ行のAction項目
の設定値をクリックして設定値（Action内容）
を変更します。

「Next」ボタンをクリックして選択しました
パッケージのダウンロード及びインストール
処理を実行します。
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SES-PRO Package Download & Install

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.12

環境設定

インストール完了後に、メニューバーコマンド「Tool → Show Installed Packages」をクリックしてPCに
インストールされているパッケージ一覧を確認します。
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Windows用ツールセットのDownload & Install

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.13

環境設定

Embedded Studio PROパッケージのソフトウエアコンポネント（TCP/IP、USB、MODBUSなど）の動作確認用テストツールEXEセット
（Windows PC環境用）を以下のWEBページからダウンロードします。※ダウンロードにユーザ登録が必要です。

https://www.segger.com/downloads/embedded-studio/ESPRO_Win_Additional_Tools

ダウンロード後にZIPファイルを解凍してパソコンのローカルフォルダに保存します。

動作確認用テストツールEXE

 RTOS用診断ツール（ embOSView.exe ）
 PC用圧縮ツール（ emCompress.exe 、 CTG_Util.exe ）
 ファイルシステム用テストツール
 PC用MODBUSマスタ及びスレーブコマンドラインツール
 TCP/IPネットワーク機能の動作確認用テストプログラム（ COAP_Client.exe 、 COAP_Server.exe 、

FTPServer.exe 、 MQTTClient_Publisher.exe 、 MQTTClient_Subscriber.exe 、
SpeedTestServer.exe 、 Webserver.exe 、 WebSocket_printf_Client.exe 、
WebSocket_printf_Server.exe ）

 セキュリティコンポーネント用ツール（鍵作成、サイン作成、ベリファイツール）
 USBデバイス用テストツール（BULK、CDC、HID、DFUクラス用）
 GUI画面デザイン作成ツール、画像変換ツール
 IOTツールキット用テストプログラム

https://www.segger.com/downloads/embedded-studio/ESPRO_Win_Additional_Tools


2024年 8月

Embedded Studioプロジェクト作成
emPower評価用サンプルBSPプロジェクト

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド

CPU: NXP MK66 (Cortex-M4)、CPU Clock = 180MHz、256KB SRAM

• Board User Manual：
https://www.segger.com/downloads/empower/UM06001_emPower.pdf

• 評価ボードの回路図情報：
https://www.segger.com/downloads/empower/emPower_Schematic

emPower評価ボードについて

P.14

https://www.segger.com/downloads/empower/UM06001_emPower.pdf
https://www.segger.com/downloads/empower/emPower_Schematic
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emPower評価ボード用サンプルプロジェクトを作成します

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.15

プロジェクト作成

空いているプロジェクトをクローズして、①Embedded Studioツールの「File → New Project..」メニューコマンドで
新規プロジェクト作成ダイアログを開きます。
②「Embedded Studio PRO project for the SEGGER emPower (NXP K66FN2M0 board」を選択し、③プロジェクト名及び
フォルダパスを設定して④「Next」ボタンを押します。
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emPower評価ボード用サンプルプロジェクトを作成します

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.16

プロジェクト作成

アプリケーションにすべてのファイル（すべての機能）を選択し、ビルド構成を「Debug」と「Release」を設定します。
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emPower評価ボード用サンプルプロジェクトを作成します

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.17

プロジェクト作成

評価版Embedded Studio PRO環境の場合は、ライセンス確認ダイアログが表示されます。
「Continue」ボタンお押して進みます。
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emPower評価ボード用サンプルプロジェクトを作成します

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.18

プロジェクト作成

選択されたソフトウエア機能のemPower評価ボード用デモサンプルプロジェクトが起動されます。
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SES-PROソフトウエアコンポネントの選択

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.19

プロジェクト設定

「Project Explorer」ウインドウからプロジェクト名（タイトル）を選択して、「Project→Options..」メニューコマンドで
オプション設定ダイアログを開きます。また、※ショートキー ：「Alt＋Enter」
オプション設定ダイアログの左枠の「ES PRO Cortex-M」を選択します。

1

2 3
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SES-PROソフトウエアコンポネントの選択

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.20

プロジェクト設定

「ES PRO Cortex-M」タブ下に表示されている各コンポネント（embOS, emCompress, emCrypt, …emWin, IOT, SEGGER）に

以下のオプション設定が可能です。

①アプリケーションにコンポネントライブラリを追加する（必要なコンポネントにも「Yes」を選択してください）

②追加するライブラリのビルド構成・コンフィグレーション（Debugモード、又はReleaseモード）

以下、emNetコンポネントのオプション設定の事例：
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プロジェクトビルドオプション設定（Compiler、Linker）

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.21

プロジェクト設定

プロジェクトオプション設定ダイアログの左枠の「Code」タブ下の項目からプロジェクトビルド関連のアセンブラ、コンパイラ、リンカーの
細かいオプション設定が可能です。

「Show Modified Options Only」を選択して、
変更された設定項目だけ確認可能です。

「Code Generation」項目の設定値によりまして
コンポーネントのライブラリファイルが異なります。

Debug→デバッグモードビルド構成の設定
Release→リリースモードビルド構成の設定
Common→DebugとRelease構成の共通設定。
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プロジェクトデバッグ関連のオプション設定（JTAG/SWD DEBUG）

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.22

プロジェクト設定

プロジェクトオプション設定ダイアログの左枠の「Debug」タブ下の項目からプロジェクトをデバッグする時のデバッガインターフェース関連
のオプション設定が可能です。emPower評価ボードでのデバッグ操作はJ-Linkを使用します。

ターゲットデバッグインターフェース設定：
 J-Link
 ST-Link
 GDB-Server
 Simulator
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emPower評価ボードのハードウエア設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.23

プロジェクト設定

emPower評価ボードのオンボードデバッグポート（mini-USBポート）又はJ-Link PLUS+変換アダプタを使用して19-Pinデバッグコネクタに接続
します。オンボードデバッグポート接続の場合は、デバッグポートから評価ボードに電源供給しますので電源アダプタが不要です。

USB

J-Link 19-Pin 
Cortex-M Adapter

OR（J-Link PLUS経由で接続）

USB

※ USB電源アダプタを使用してmini-USBポートから評価ボードに電源供給
してください。 mini-USBポートをPCに接続しないでください。
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RTOS機能の動作確認
emPower評価用サンプルBSPプロジェクト

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド

embOSユーザマニュアル（オンライン）：

https://www.segger.com/doc/UM01001_embOS.html

P.24

https://www.segger.com/doc/UM01001_embOS.html
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embOSコンフィグレーション設定ファイル

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.25

リアルタイムOS

embOSのコンフィグレーション設定・ボード依存ファイルは
「¥OS¥Setup」フォルダにあります。

SEGGER_THUMB_Startup.s ：CPUスタートアップコード
RTOSInit_K66FN2M0.c  ：embOSカーネル初期化、システムタイマハンドラ
OS_Error.c ：OSエラーのコールバック処理
BSP.c, BSP_UART.c ：LED、UARTインターフェースドライバ（デモサンプル用）

詳細はユーザマニュアルの情報をご参照ください。
https://www.segger.com/doc/UM01001_embOS.html#Board_Support_Packages

https://www.segger.com/doc/UM01001_embOS.html#Board_Support_Packages
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embOSライブラリコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.26

リアルタイムOS

オプション設定ダイアログの左枠の「ES PRO Cortex-M → embOS」を選択します。
「embOS Library Configuration」項目からembOSライブラリのプロファイル（ビルドコンフィグレーション）は変更可能です。
ライブラリモードの 詳細はユーザマニュアルの情報をご参照ください。
https://www.segger.com/doc/UM01001_embOS.html#Available_library_modes

Build Profile Library Mode

Debugモード
ビルド構成

Debug build OS_LIBMODE_D

Debug build with profiling OS_LIBMODE_DP

Debug build with trace OS_LIBMODE_DT

Releaseモード
ビルド構成

Release build OS_LIBMODE_R
Release build with stack 
check OS_LIBMODE_S

Release build with stack 
check and profiling OS_LIBMODE_SP

Extremely small release 
build without round-robin OS_LIBMODE_XR

https://www.segger.com/doc/UM01001_embOS.html#Available_library_modes
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embOS用デモサンプルアプリケーション

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.27

リアルタイムOS

embOS用のデモサンプルアプリケーションは「¥Application¥OS」フォルダにあります。

Application 解説
OS_StartLEDBlink 異なる優先度の2つのタスクでLED（2つ）が点滅します

OS_EventObjects イベントオブジェクトの使用方法を示すサンプル

OS_ExtendedTask タスクコンテキストの延長機能の使用方法を示すサンプル（タスク起動の時に複数の引数
パラメータを指定）

OS_ExtendTaskContext タスクコンテキストの延長（動的）機能の使用方法を示すサンプル

OS_Mailboxes メールボックスオブジェクトの使用方法を示すサンプル

OS_MeasureCPU_Performance CPUパフォーマンスをチェックする簡単なデモサンプル

OS_MeasureCST_HRTimer_Printf タスクコンテキストスイッチ時間を確認できるサンプル（コンテキストスイッチ時間はIDE
のIOターミナルに表示）

OS_MeasureCST_Scope タスクコンテキストスイッチ時間を確認できるサンプル（コンテキストスイッチ時間はオ
シロスコープで確認します）

OS_Mutexes ミューテックス（Mutex）オブジェクトを利用して排他処理を実装します

OS_ObjectIdentifier デバッグ用OS_DEBUG_xxx APIの使用方法を示すサンプル

OS_Queues メッセージキューオブジェクトの使用方法を示すサンプル

OS_Semaphores セマフォオブジェクトの使用方法を示すサンプル

OS_Start2Tasks C/C++ビルド環境で異なる優先度の2つのタスクを動作します

OS_Start2TasksEx ユーザーパラメータ指定でタスクを作成するサンプル

OS_SWTimer ソフトウエアタイマの使用方法を示すサンプル

OS_TaskStartHook タスク起動時に実行するアプリケーションコールバック関数の設定方法を示すサンプル

OS_Watchdog OSのウォッチドッグ機能を利用してソフトウェアアプリケーション処理を監視する
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デモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.28

リアルタイムOS

プロジェクト設定では「¥Application¥OS」フォルダはビルド対象外に設定しています。
以下のどちらかの方法で動作確認を行うサンプルアプリケーションを選択します。

方法①：「OS」フォルダ下の対象テストサンプルファイルを
ビルド対象設定の「¥Application」フォルダ下にコピーします。
※「Project Explorer」ウインドウのファイルをマウス
Drag＆Drop操作で移動可能です。

方法②：「OS」フォルダ下の対象テストサンプルファイルのみマウス右
クリックメニューから「ビルド対象外」の設定を解除します。

「OS_StartLEDBlink.c」サンプルファイルを
OSフォルダから「Application」フォルダに移動
又はコピーします。

OR
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デモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.29

リアルタイムOS

アプリケーションサンプルを選択して「Build → Build Solution」メニュー
コマンドでプロジェクトをビルドします。
評価ボードに接続して「Debug → Go (F5)」メニューコマンドでデバッグ
セッションを開始します。

プログラムを実行して、評価ボードのLED表示、デバッグ画面上のブレークポイント設定及びデバッガのIOコンソールのログ画面から
結果を確認します。

タスクのステータス情報

サンプル：OS_MeasureCST_HRTimer_Printf.c
（Debugモードプロジェクトのログ）

サンプル：OS_MeasureCST_HRTimer_Printf.c
（Releaseモードプロジェクトのログ）
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TCP/IP機能の動作確認
emPower評価用サンプルBSPプロジェクト

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド

emNetユーザマニュアル（オンライン）：

https://www.segger.com/doc/UM07001_emNet.html

P.30

emNet PRO IPv4/IPv6 Dual Stack
基本対応機能・プロトコル：
IPv4 / IPv6 / Wifi support / ACD / AutoIP / ARP / 
CoAP client/server / DHCP client / DHCP server / mDNS server / FTP client / FTP server / 
ICMP /  Loopback device / Multicast / MQTT client / TFTP / NetBIOS Name Service / RAW 
Sockets / NTP client / / SMTP client / SNTP client / TCP / UDP / VLAN / WebSocket / Web 
server

オプション機能：
PPP/PPPoE / PTP OC client / Tail tagging / SNMP Agent / UPnP

https://www.segger.com/doc/UM07001_emNet.html
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emNetコンフィグレーション設定（RunTime）

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.31

TCP IPv4 / IPv6

emNetスタックのRunTimeコンフィグレーション設定・ドライバ定義、ボード依存ファイルは
「¥IP¥Setup」フォルダにあります。インターフェースドライバを１つだけ有効に設定（ビルド
対象）してください。

IP_Config_K66_ETH.c： Configuration for Freescale Kinetis K66
IP_Config_Atmel_ATWILC1000_WIFI.c： Configuration for ATWILC1000 WiFi module
IP_Config_ECM.c ： Configuration file for emNet via USB ECM port
IP_Config_IP_over_USB.c ： Configuration file for emNet via emUSB-Device IP-over-USB
IP_Config_NCM.c： Configuration file for embOS/IP via USB NCM
IP_Config_RNDIS.c： Configuration file for emNet via USB RNDIS
IP_Config_USBH_LAN.c： Configuration file for TCP/IP with emUSB-Host LAN driver

詳細はユーザマニュアルの情報をご参照ください。
https://www.segger.com/doc/UM07001_emNet.html#Runtime_configuration

https://www.segger.com/doc/UM07001_emNet.html#Runtime_configuration


2024年 8月

emNetコンフィグレーション設定（Build Time）

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.32

TCP IPv4 / IPv6

emNetスタックのコンパイルビルド用コンフィグレーション設定ファイルは「¥IP¥Generic」
フォルダにあります。

IP_Conf.h：emNet IPコンフィグレーション設定ファイル
IP_ConfigIO.c：デバッグコンソールIOインターフェース設定ファイル
FTPC_Conf.h ：FTPcコンフィグレーション設定ファイル
IP_COAP_Conf.h ：emNet CoAPコンフィグレーション設定ファイル
SMTPC_Conf.h ：emNet SMTP Clientコンフィグレーション設定ファイル
IP_FTP_SERVER_Conf.h ：emNet FTP Serverコンフィグレーション設定ファイル
WEBS_Conf.h ：WEBサーバーコンフィグレーション設定ファイル
IP_FS_emFile.c ：emFileファイルシステム用インターフェースファイル

詳細はユーザマニュアルの情報をご参照ください。
https://www.segger.com/doc/UM07001_emNet.html#Compile_time_configuration

https://www.segger.com/doc/UM07001_emNet.html#Compile_time_configuration


2024年 8月

emNetライブラリコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.33

TCP IPv4 / IPv6

オプション設定ダイアログの左枠の「ES PRO Cortex-M → emNet」を選択します。
「emNet Library Configuration」項目からemNetライブラリのプロファイル（ビルドコンフィグレーション）は変更可能です。

プロジェクトビルド構成 Library Configuration

Debugモード
Debug build
(Log output and runtime profiling 
support)

Releaseモード Release build
(small ROM size, compact and Fast)



2024年 8月

emNet用デモサンプルアプリケーション

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.34

TCP IPv4 / IPv6

emNetネットワークスタックの各機能のデモサンプルアプリケーションは「¥Application¥IP」フォルダにあります。



2024年 8月

emNet用テストツール（PC用）

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.35

TCP IPv4 / IPv6

COAP_Client.exe 、 COAP_Server.exe 、
FTPServer.exe 、
MQTTClient_Publisher.exe 、
MQTTClient_Subscriber.exe 、
SpeedTestServer.exe 、
Webserver.exe 、
WebSocket_printf_Client.exe 、
WebSocket_printf_Server.exe

TCP/IPネットワーク機能の動作確認用テストプログラム



2024年 8月

emNetデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.36

TCP IPv4 / IPv6

プロジェクト設定では「¥Application¥IP」フォルダはビルド対象外に設定しています。
以下のどちらかの方法で動作確認を行うサンプルアプリケーションを選択します。

方法①：「IP」フォルダ下の対象テストサンプルファイルを
ビルド対象設定の「¥Application」フォルダ下にコピーします。
※「Project Explorer」ウインドウのファイルをマウス
Drag＆Drop操作で移動可能です。

方法②：「IP」フォルダ下の対象テストサンプルファイルのみマウス右
クリックメニューから「ビルド対象外」の設定を解除します。

「IP_FTPClientSample.c」サンプルファイルを
IPフォルダから「Application」フォルダに移動
又はコピーします。

OR



2024年 8月

デモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.37

TCP IPv4 / IPv6

アプリケーションサンプルを選択して「Build → Build Solution」メニュー
コマンドでプロジェクトをビルドします。
評価ボードにLANケーブルを接続して「Debug → Go (F5)」メニューコマンド
でデバッグセッションを開始します。

プログラムを実行して、評価ボードのLED表示、デバッグ画面上のブレーク
ポイント設定及びデバッガのIOコンソールのログ画面から結果を確認します。

サンプル：IP_WebserverSample_Secure.c
（Debugモードプロジェクトのログ）



2024年 8月

ファイルシステム機能の動作確認
emPower評価用サンプルBSPプロジェクト

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド

emFileユーザマニュアル（オンライン）：

https://www.segger.com/doc/UM02001_emFile.html

P.38

emFile PRO
基本対応機能：
FATファイルシステム / NAND Flash Device Driver / 
NOR Flash Device Driver /  SD/SDHC/MMC Device Driver / 
IDE/Compact Flash Device Driver / Long File Name add-on

オプション機能：
ジャーナリングアドオン / RAID1 / RAID5 / 暗号化アドオン

https://www.segger.com/doc/UM02001_emFile.html


2024年 8月

emFileコンフィグレーション設定（RunTime）

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.39

FileSystem

 FS_ConfigMMC_CardMode_K66_SEGGER_emPower.c： Configuration functions for FS 
with MMC/SD card mode driver

 FS_ConfigNAND_x8_K66_SEGGER_emPower.c ： Configuration file for FS with NAND 
driver and 8-bit NAND flash

 FS_ConfigRAMDisk.c ： Configuration file for FS with RAM disk
 FS_USBH_MSDConfig.c ： Configuration file for FS with USB host stack and MSD

詳細はユーザマニュアルの情報をご参照ください。
https://www.segger.com/doc/UM02001_emFile.html#id_00191f

emFIleファイルシステムのRunTimeコンフィグレーション設定・ドライバ定義、ボード依存ファイルは「¥FS¥Setup」フォルダにあります。
インターフェース設定ファイルを１つだけ有効に設定（ビルド対象）してください。
例えば、SDカードをディスクとしてマウントする場合は「 FS_ConfigMMC_CardMode_K66_SEGGER_emPower.c」ファイルをビルド対象
に設定します。それ以外のインターフェースファイルをビルド対象外に設定してください。

https://www.segger.com/doc/UM02001_emFile.html#id_00191f


2024年 8月

emFileコンフィグレーション設定（ハードウエア未依存）

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.40

FileSystem

emFileファイルシステムのハードウエア未依存のコンフィグレーション設定ファイルは
「¥FS¥Generic」フォルダにあります。

 FS_Conf.h：ファイルシステムモジュールのコンフィグレーション設定ファイル
 FS_ConfigIO.c：デバッグコンソールIOインターフェース設定ファイル

詳細はユーザマニュアルの情報をご参照ください。
https://www.segger.com/doc/UM02001_emFile.html#Id_ConfigurationOfemFile_CompileTi
meConfiguration

https://www.segger.com/doc/UM02001_emFile.html#Id_ConfigurationOfemFile_CompileTimeConfiguration
https://www.segger.com/doc/UM02001_emFile.html#Id_ConfigurationOfemFile_CompileTimeConfiguration


2024年 8月

emFileライブラリコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.41

FileSystem

オプション設定ダイアログの左枠の「ES PRO Cortex-M → emFile」を選択します。
「emFile Library Configuration」項目からemFileライブラリのプロファイル（ビルドコンフィグレーション）は変更可能です。

プロジェクトビルド構成 Library Configuration

Debugモード
Debug build
(Log output and runtime profiling 
support)

Releaseモード Release build
(small ROM size, compact and Fast)



2024年 8月

emFile用デモサンプルアプリケーション

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.42

FileSystem

emFileファイルシステム用のデモサンプルアプリケーションは「¥Application¥FS」フォルダにあります。

Application 解説
FS_CheckDisk ディスク・ファイルシステム構造の一貫性をチェックします

FS_Commander.c コマンドプロンプトからファイルシステムの機能を確認します

FS_DeviceActivity ディスクドライバのアクセスを確認します

FS_DirOperations ディレクトリ操作APIの動作確認

FS_FileEncryption ファイル暗号化機能の使用方法を示します

FS_Performance ファイルシステムの速度パフォーマンスを確認します

FS_SD_FailSafety ジャーナリング機能の使用法を示すサンプル

FS_Start ファイルシステムの基本の使用方法を示すサンプル

FS_STORAGE_Start ストレージ層のスタートアプリケーション



2024年 8月

emFileデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.43

FileSystem

プロジェクト設定では「¥Application¥FS」フォルダはビルド対象外に設定しています。
以下のどちらかの方法で動作確認を行うサンプルアプリケーションを選択します。

方法①：「FS」フォルダ下の対象テストサンプルファイルを
ビルド対象設定の「¥Application」フォルダ下にコピーします。
※「Project Explorer」ウインドウのファイルをマウス
Drag＆Drop操作で移動可能です。

方法②：「FS」フォルダ下の対象テストサンプルファイルのみマウス右
クリックメニューから「ビルド対象外」の設定を解除します。

「FS_Commander.c」サンプルファイルを
FSフォルダから「Application」フォルダに移動
又はコピーします。

OR



2024年 8月

emFileデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.44

FileSystem

「¥FS¥Setup」フォルダにあるドライブ（SD、NAND、RAMDISK）インター
フェース設定ファイルを１つだけ有効に設定（ビルド対象）します。
アプリケーションサンプルを選択して「Build → Build Solution」メニュー
コマンドでプロジェクトをビルドします。SDカードドライブを選択されている
場合は、評価ボードにSDカードを差し込んで「Debug → Go (F5)」メニューコ
マンドでデバッグセッションを開始します。

プログラムを実行して、デバッグ画面上のブレークポイント設定及びデバッガのIOコンソールのログ画面から結果を確認します。

サンプル：FS_Commander.c
（Debugモードプロジェクトのログ）

サンプル：FS_PerformanceSimple.c
（Releaseモードプロジェクトのログ）



2024年 8月

GUI機能の動作確認
emPower評価用サンプルBSPプロジェクト

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド

emWinユーザマニュアル（オンライン）：

https://www.segger.com/doc/UM03001_emWin.html

https://www.segger.com/doc/UM03003_AppWizard.html

P.45

emWin PRO
Cortex-Mに最適なコンパクトGUI
豊富な市場実績
日本語・多言語対応
※PROパッケージに含まないモジュールは別途オプション

フォントコンバータ別途オプション

https://www.segger.com/doc/UM03001_emWin.html
https://www.segger.com/doc/UM03003_AppWizard.html


2024年 8月

emWinコンフィグレーション設定（RunTime）

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.46

GUI

 GUIConf.c ： GUIコンフィグレーション設定、メモリプール設定
 LCDConf.c ： LCDドライバのコンフィグレーション
 PIDConf.c ： タッチパネルドライバ設定

詳細はユーザマニュアルの情報をご参照ください。
https://www.segger.com/doc/UM03001_emWin.html#Run_time_configuration

emWin GUIのRunTimeコンフィグレーション設定・ドライバ定義、ボード依存ファイルは「¥GUI¥Setup」フォルダにあります。

https://www.segger.com/doc/UM03001_emWin.html#Run_time_configuration


2024年 8月

emWinコンフィグレーション設定（ハードウエア未依存）

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.47

GUI

emWinプログラムのコンフィグレーション設定ファイルは「¥GUI¥Generic」フォルダに
あります。

 GUIConf.h ：emWinモジュールのコンフィグレーション設定ファイル

詳細はユーザマニュアルの情報をご参照ください。
https://www.segger.com/doc/UM03001_emWin.html#Compile_time_configuration

https://www.segger.com/doc/UM03001_emWin.html#Compile_time_configuration


2024年 8月

emWinライブラリコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.48

GUI

オプション設定ダイアログの左枠の「ES PRO Cortex-M → emWin」を選択します。「emWin Library Configuration」項目からemWinライブ
ラリのビルドプロファイル（ビルドコンフィグレーション）及びカラーモード設定は変更可能です。

プロジェクトビルド構成 Library Configuration

Debugモード
Debug build
(Log output and runtime profiling 
support)

Releaseモード Release build
(small ROM size, compact and Fast)

Color Format 説明

ARGB #define  GUI_USE_ARGB=1

ABGR ABGRカラーモード



2024年 8月

emWin GUI用デモサンプルアプリケーション

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.49

GUI

emWin GUIのデモサンプルアプリケーションは「¥Application¥GUI」フォルダにあります。

Application 解説
GUI_HelloWorld.c A simple 'Hello World'-application.

GUI_HouseControlDemo.c Control the different components of the house with the 
touch screen

GUI_OS_Status.c This example shows embOS specific information using emWin.

GUI_RadialMenu.c Shows how to create a radial menu with motion support.

GUI_WIDGET_GraphXYDemo.c Demonstrates the use of the XY-GRAPH widget

GUI_WIDGET_GraphYtDemo.c Demonstrates the use of the YT-GRAPH widget



2024年 8月

emWin GUIデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.50

GUI

プロジェクト設定では「¥Application¥GUI」フォルダはビルド対象外に設定しています。
以下のどちらかの方法で動作確認を行うサンプルアプリケーションを選択します。

方法①：「GUI」フォルダ下の対象テストサンプルファイルを
ビルド対象設定の「¥Application」フォルダ下にコピーします。
※「Project Explorer」ウインドウのファイルをマウス
Drag＆Drop操作で移動可能です。

方法②：「GUI」フォルダ下の対象テストサンプルファイルのみマウス右
クリックメニューから「ビルド対象外」の設定を解除します。

「 GUI_WIDGET_GraphYtDemo.c 」サンプル
ファイルをGUIフォルダから「Application」
フォルダに移動又はコピーします。

OR



2024年 8月

emWin GUIデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.51

GUI

アプリケーションサンプルを選択して「Build → Build Solution」メニューコマンドでプロジェクトをビルドします。
「Debug → Go (F5)」メニューコマンドでデバッグセッションを開始します。

プログラムを実行して、ボード上のLCDパネルから表示内容を確認します。



2024年 8月

USB Hostインターフェース機能の動作確認
emPower評価用サンプルBSPプロジェクト

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド

emUSB Hostユーザマニュアル（オンライン）：

https://www.segger.com/doc/UM10001_emUSBH.html

P.52

emUSB-Host PRO

■ USB1.0/2.0対応 モジュール構造

基本対応機能・対応クラス
USB-Host Core / MSD / HID / Pinter / CDC / FTDI UART / LAN / 
MTP / CCID / MIDI / Audio / CP210x UART

https://www.segger.com/doc/UM10001_emUSBH.html


2024年 8月

emUSB Hostコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.53

USB HOST

 USBH_Config_KinetisFS_SEGGER_emPower.c：emUSB Hostのドライバ、割込み関連のコン
フィグレーション設定、メモリプール設定

 USBH_Conf.h： emUSB Hostモジュールのコンフィグレーション設定
 USBH_ConfigIO.c：デバッグコンソールIOインターフェース設定ファイル

emUSB Hostライブラリのコンフィグレーション設定・ドライバ定義、ボード依存ファイルは
「¥USBH¥Setup」フォルダにあります。
ハードウエア未依存のコンフィグレーション設定ファイルは「¥USBH¥Generic」フォルダにあります。

詳細はユーザマニュアルの情報をご参照ください。
https://www.segger.com/doc/UM10001_emUSBH.html#Configuring_emUSB_Host

https://www.segger.com/doc/UM10001_emUSBH.html#Configuring_emUSB_Host


2024年 8月

emUSB Hostライブラリコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.54

USB HOST

オプション設定ダイアログの左枠の「ES PRO Cortex-M → emUSB-Host 」を選択します。
「 emUSB Host Library Configuration」項目からemUSB Hostライブラリのプロファイル（ビルドコンフィグレーション）は変更可能です。

プロジェクトビルド構成 Library Configuration

Debugモード
Debug build
(Log output and runtime profiling 
support)

Releaseモード Release build
(small ROM size, compact and Fast)



2024年 8月

emUSB Host用デモサンプルアプリケーション

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.55

USB HOST

emUSB Hostインターフェースのデモサンプルアプリケーションは「¥Application¥USBH」フォルダにあります。

Application 解説
USBH_AUDIO_Microphone AUDIO（マイクロフォンデバイス）クラスドライバのデモサンプル

USBH_AUDIO_ScanDevices USBポートにAUDIOクラスデバイスが接続された時にデバイスのベンダ・コン
フィグレーション情報を表示します

USBH_AUDIO_Speaker AUDIO（スピーカーデバイス）クラスドライバのデモサンプル

USBH_BULK_Start
USBH_BULK_ListDevices.c BULK（VENDOR）クラスドライバのデモサンプル

USBH_CCID_Start CCID通信デバイスクラスドライバのデモサンプル

USBH_CDC_Start USBホストのCDC-ACMクラスドライバのデモサンプル

USBH_CreateInterfaceList USBポートに接続されているデバイスのステータス及びデバイス情報をIOコン
ソールに表示します

USBH_FT232_Start FTDI FT232クラスドライバのデモサンプル

USBH_HID_Start
USBH_HID_TouchPad.c 標準HIDキーボード・マウスデバイス用デモサンプル

USBH_MIDI_Start.c
USBH_MIDI_**.c MIDI Streamingクラスドライバのデモサンプル

USBH_MSD_Start MSDクラスのデモアプリケーション（ファイルシステムが必要です）

USBH_MTP_Start USBホストのMTPクラスドライバの使用方法を示すデモサンプル

USBH_Printer_Start プリンタクラスドライバのデモサンプル



2024年 8月

emUSB Hostデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.56

USB HOST

プロジェクト設定では「¥Application¥USBH」フォルダはビルド対象外に設定しています。
以下のどちらかの方法で動作確認を行うサンプルアプリケーションを選択します。

方法①：「USBH」フォルダ下の対象テストサンプルファイルを
ビルド対象設定の「¥Application」フォルダ下にコピーします。
※「Project Explorer」ウインドウのファイルをマウス
Drag＆Drop操作で移動可能です。

方法②：「USBH」フォルダ下の対象テストサンプルファイルのみマウス
右クリックメニューから「ビルド対象外」の設定を解除します。

「USBH_MSD_Start.c」サンプルファイルを
USBHフォルダから「Application」
フォルダに移動又はコピーします。

OR



2024年 8月

emUSB Hostデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.57

USB HOST

アプリケーションサンプルを選択して「Build → Build Solution」メニュー
コマンドでプロジェクトをビルドします。
MSDクラスサンプルの動作確認の場合は、emFileファイルシステムにUSBH-MSD
ディスクドライブの設定を行います。
「FS¥Setup」フォルダ下の「 FS_USBH_MSDConfig.c 」ファイルをビルド対象
に設定します。SDカードディスクの設定ファイルをビルド対象外に設定します。
評価ボードのUSBホストポートにデモサンプル対象USBデバイスを接続して
「Debug → Go (F5)」メニューコマンドでデバッグセッションを開始します。

プログラムを実行して、デバッグ画面上のブレークポイント設定
及びデバッガのIOコンソールのログ画面から結果を確認します。

サンプル： USBH_MSD_Start.c
（Debugモードプロジェクトのログ）



2024年 8月

USB Deviceインターフェース機能の動作確認
emPower評価用サンプルBSPプロジェクト

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド

emUSB Deviceユーザマニュアル（オンライン）：

https://www.segger.com/doc/UM09001_emUSBD.html

P.58

emUSB-Device PRO

■ USB v1.0, v2.0, v3.0対応
多数のクラスドライバ対応

基本対応機能・対応クラス
USB-Device Core / HID / MSD / CDC / Printer / MTP / virtualMSD / Bulk/ CCID

オプション機能：
MSD-CDROM / CDC-ECM / CDC-NCM / IP-over-USB(RNDIS / CDC-ECM) / MIDI / Audio / Video / DFU

https://www.segger.com/doc/UM09001_emUSBD.html


2024年 8月

emUSB Deviceコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.59

USB DEVICE

 USB_Config_SEGGER_emPower.c、BSP_USB.c：emUSB Deviceのドライバ、割込み関連のコン
フィグレーション設定、ハードウエア依存の初期化設定

 USB_Conf.h： emUSB Deviceモジュールのコンフィグレーション設定
 USB_ConfigIO.c：デバッグコンソールIOインターフェース設定ファイル

emUSB Deviceライブラリのコンフィグレーション設定・ドライバ定義、ボード依存ファイルは
「¥USBD¥Setup」フォルダにあります。
ハードウエア未依存のコンフィグレーション設定ファイルは「¥USBD¥Generic」フォルダにあります。

詳細はユーザマニュアルの情報をご参照ください。
https://www.segger.com/doc/UM09001_emUSBD.html#Getting_started

https://www.segger.com/doc/UM09001_emUSBD.html#Getting_started


2024年 8月

emUSB Deviceライブラリコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.60

USB DEVICE

オプション設定ダイアログの左枠の「ES PRO Cortex-M → emUSB-Device 」を選択します。
「 emUSB Device Library Configuration」項目からemUSB Deviceライブラリのプロファイル（ビルドコンフィグレーション）は変更可能です。

プロジェクトビルド構成 Library Configuration

Debugモード
Debug build
(Log output and runtime profiling 
support)

Releaseモード Release build
(small ROM size, compact and Fast)



2024年 8月

emUSB Device用デモサンプルアプリケーション

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.61

USB DEVICE

emUSB Deviceインターフェースのデモサンプルアプリケーションは「¥Application¥USBD」フォルダにあります。

Application 解説
USB_Audio_Speaker_Microphone.c
USB_Audio_Speaker_Microphone_SmallFootprint.c AUDIOクラスコンポーネントを実装したデモサンプル

USB_BULK_Webserver.c
USB_BULK_Test.c
USB_BULK_ShowDeviceState.c

BULK（VENDOR）クラスを実装して通信速度を確認します

USB_CDC_Echo.c CDC-ACMクラスコンポーネントを実装して簡単なECHO
サンプルを確認します

USB_HID_Mouse.c
USB_HID_MMControl.c
USB_HID_Keyboard_Mouse.c
USB_HID_Keyboard.c

USB HIDクラスコンポーネントを実装したデモサンプル

USB_MSD_CDROM_Start.c
USB_MSD_FS_Start.c
USB_MSD_Start_StorageRAM.c
USB_MSD_FS_DisconnectOnWrite.c
USB_MSD_FS_WriteOnDisconnect.c

MSDクラスデバイスの実装方法を示すサンプル
（ファイルシステムが必要です）

USB_MTP_Start.c MTPクラスデバイスの実装方法を示すサンプル
（ファイルシステムが必要です）

USB_Printer.c プリンタクラスデバイスの実装方法を示すサンプル

USB_VirtualMSD_CRC.c
USB_VirtualMSD_Start.c VirtualMSDクラスコンポーネントを実装したデモサンプル



2024年 8月

USBインターフェース機能の動作確認用テストプログラム

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.62

USB DEVICE



2024年 8月

emUSB Deviceデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.63

USB DEVICE

プロジェクト設定では「¥Application¥USBD」フォルダはビルド対象外に設定しています。
以下のどちらかの方法で動作確認を行うサンプルアプリケーションを選択します。

方法①：「USBD」フォルダ下の対象テストサンプルファイルを
ビルド対象設定の「¥Application」フォルダ下にコピーします。
※「Project Explorer」ウインドウのファイルをマウス
Drag＆Drop操作で移動可能です。

方法②：「USBD」フォルダ下の対象テストサンプルファイルのみマウス
右クリックメニューから「ビルド対象外」の設定を解除します。

「USB_MTP_Start.c」サンプルファイルをUSBD
フォルダから「Application」
フォルダに移動又はコピーします。

OR



2024年 8月

emUSB Deviceデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.64

USB DEVICE

アプリケーションサンプルを選択して「Build → Build Solution」メニューコマンド
でプロジェクトをビルドします。「FS¥Setup」フォルダ下の
「 FS_ConfigMMC_CardMode_K66_SEGGER_emPower.c 」ファイルをビルド対象に
設定します。
評価ボードのUSBホストポートにデモサンプル対象USBデバイスを接続して「Debug 
→ Go (F5)」メニューコマンドでデバッグセッションを開始します。

プログラムを実行して、デバッグ画面上のブレークポイント設定
及びデバッガのIOコンソールのログ画面から結果を確認します。

サンプル： USB_MTP_Start.c
（Debugモードプロジェクトのログ）



2024年 8月

emSecureモジュールの動作確認
emPower評価用サンプルBSPプロジェクト

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.65

emSecure（RSA、ECDSA）ユーザマニュアル（オンライン）：
https://www.segger.com/doc/UM12002_emSecureRSA.html
https://www.segger.com/doc/UM12004_emSecureECDSA.html

emSecure RSA / ECDSA

不正改造や不正量産を防ぐ

デュアルシグニチャ認証

https://www.segger.com/doc/UM12002_emSecureRSA.html
https://www.segger.com/doc/UM12004_emSecureECDSA.html


2024年 8月

emSecure RSA / ECDSAコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.66

SECURITY

 SECURE_RSA_Conf.h： emSecure RSAモジュールのコンフィグレーション設定
 SECURE_ECDSA_Conf.h： emSecure ECDSAモジュールのコンフィグレーション設定

emSecure RSA / ECDSAライブラリのコンフィグレーション設定は「¥SECURE¥Generic」
フォルダにあります。

¥Generic¥Keys →

 SECURE_ECDSA_xxxx.h：テスト用ECDSA（Public / Private）鍵データ設定ファイル
 SECURE_RSA_xxxx.h：テスト用RSA（Public / Private）鍵データ設定ファイル

詳細はユーザマニュアルの情報をご参照ください。
https://www.segger.com/doc/UM12004_emSecureECDSA.html#Configuring_emSecure_ECDSA
https://www.segger.com/doc/UM12002_emSecureRSA.html#Configuring_emSecure_RSA

https://www.segger.com/doc/UM12004_emSecureECDSA.html#Configuring_emSecure_ECDSA
https://www.segger.com/doc/UM12002_emSecureRSA.html#Configuring_emSecure_RSA


2024年 8月

emSecure RSA / ECDSAライブラリコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.67

SECURITY

オプション設定ダイアログの左枠の「ES PRO Cortex-M → emSecure 」を選択します。
「 emSecure Library Configuration」項目からemSecure ライブラリのプロファイル（ビルドコンフィグレーション）は変更可能です。

プロジェクトビルド構成 Library Configuration

Debugモード Debug build
(Log output support)

Releaseモード Release build
(small ROM size, compact and Fast)



2024年 8月

emSecure RSA / ECDSAデモサンプルアプリケーション

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.68

SECURITY

emSecure RSA / ECDSAモジュールのデモサンプルアプリケーションは「¥Application¥SECURE」フォルダにあります。

Application 解説

SECURE_RSA_Bench_Performance RSA鍵のデジタル署名を使用してメッセージのSign・Verifyパフォーマ
ンスを確認します。

SECURE_RSA_Bench_Sign.c RSA鍵のデジタル署名を使用してSignパフォーマンスを確認します。

SECURE_RSA_Bench_Verify.c RSA鍵のデジタル署名を使用してVerifyパフォーマンスを確認します。

SECURE_ECDSA_Bench_Performance.c ECDSA鍵のデジタル署名を使用してメッセージのSign・Verifyパフォー
マンスを確認します。

SECURE_ECDSA_Bench_Sign.c ECDSA鍵のデジタル署名を使用してSignパフォーマンスを確認します。

SECURE_ECDSA_Bench_Verify.c ECDSA鍵のデジタル署名を使用してVerifyパフォーマンスを確認します。



2024年 8月

emSecure 用テストツール（PC用）

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.69

SECURITY

 emSecure-RSA public and a private key generator

 Create signature file with emSecure-RSA

 Verify data for given signature file with emSecure-RSA

 emSecure-ECDSA public and a private key generator

 Create signature file with emSecure-ECDSA

 Verify data for given signature file with emSecure-ECDSA



2024年 8月

emSecure RSA / ECDSAデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.70

SECURITY

プロジェクト設定では「¥Application¥SECURE」フォルダはビルド対象外に設定しています。
以下のどちらかの方法で動作確認を行うサンプルアプリケーションを選択します。

方法①：「SECURE」フォルダ下の対象テストサンプルファイル
をビルド対象設定の「¥Application」フォルダ下にコピーしま
す。※「Project Explorer」ウインドウのファイルをマウス
Drag＆Drop操作で移動可能です。

方法②：「SECURE」フォルダ下の対象テストサンプルファイルのみマウ
ス右クリックメニューから「ビルド対象外」の設定を解除します。

「 SECURE_RSA_Bench_Performance.c 」サンプル
ファイルをSECUREフォルダから「Application」
フォルダに移動又はコピーします。

OR



2024年 8月

emSecure RSA / ECDSAデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.71

SECURITY

アプリケーションサンプルを選択して「Build → Build Solution」メニュー
コマンドでプロジェクトをビルドします。

「Debug → Go (F5)」メニューコマンドでデバッグセッションを開始します。
プログラムを実行して、デバッガのIOコンソールのログ画面から結果を確認します。

サンプル： SECURE_ECDSA_Bench_Performance.c
（Debugモードプロジェクトのログ）



2024年 8月

emSSL/TLSライブラリの動作確認
emPower評価用サンプルBSPプロジェクト

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.72

emSSLユーザマニュアル（オンライン）：

https://www.segger.com/doc/UM15001_emSSL.html

emSSL

通信経路におけるデータ流出を防ぐコンパクトなSSL
クライアント認証対応
非GPL / 非オープンソース

https://www.segger.com/doc/UM15001_emSSL.html


2024年 8月

emSSLコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.73

SECURITY

 SSL_Conf.h： SSLコンフィグレーション設定ファイル（マクロ定義）
 SSL_X_Config.c： SSLコンフィグレーション設定ファイル（初期化設定）
 SSL_X_TrustedCerts.c：テスト用ルート証明書データ（バイナリ）

emSSLライブラリのコンフィグレーション設定は「¥SSL¥Generic」フォルダにあります。

詳細はユーザマニュアルの情報をご参照ください。
https://www.segger.com/doc/UM15001_emSSL.html#Configuring_emSSL

テスト用の鍵及び証明書データ（バイナリ）は「¥SSL¥Generic¥Certificates 」フォルダ
にあります。

https://www.segger.com/doc/UM15001_emSSL.html#Configuring_emSSL


2024年 8月

emSSLライブラリコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.74

SECURITY

オプション設定ダイアログの左枠の「ES PRO Cortex-M → emSSL 」を選択します。
「 emSSL Library Configuration」項目からemSSL ライブラリのプロファイル（ビルドコンフィグレーション）は変更可能です。

プロジェクトビルド構成 Library Configuration

Debugモード Debug build
(Log output support)

Releaseモード Release build
(small ROM size, compact and Fast)



2024年 8月

emSSL用デモサンプルアプリケーション

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.75

SECURITY

emSSL通信モジュールのデモサンプルアプリケーションは「¥Application¥SSL」フォルダにあります。

Application 解説
SSL_OS_Scan.c 指定WEBサーバー対応の暗号スイートをスキャンして結果を表示します

SSL_OS_SimpleWebClient.c SSLクライアントから指定WEBサーバーに接続します

SSL_OS_SimpleWebServer.c 簡単なセキュアWEBサーバー（HTTPS）を実装します

SSL_ROT13Client.c Secure ROT13サービスを使用するSSLクライアントデモサンプル

SSL_ROT13Server.c Secure ROT13サービスを使用するSSLサーバーデモサンプル

 emSSL用テストツール（PC用）



2024年 8月

emSSLデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.76

SECURITY

プロジェクト設定では「¥Application¥SSL」フォルダはビルド対象外に設定しています。
以下のどちらかの方法で動作確認を行うサンプルアプリケーションを選択します。

方法①：「SSL」フォルダ下の対象テストサンプルファイルをビ
ルド対象設定の「¥Application」フォルダ下にコピーします。
※「Project Explorer」ウインドウのファイルをマウス
Drag＆Drop操作で移動可能です。

方法②：「SSL」フォルダ下の対象テストサンプルファイルのみマウス右
クリックメニューから「ビルド対象外」の設定を解除します。

「SSL_OS_Scan.c」サンプルファイルをSSLフォル
ダから「Application」フォルダに移動又はコピー
します。

OR



2024年 8月

emSSLデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.77

SECURITY

アプリケーションサンプルを選択して「Build → Build Solution」メニュー
コマンドでプロジェクトをビルドします。

「Debug → Go (F5)」メニューコマンドでデバッグセッションを開始します。
評価ボードにLANケーブルを接続（インターネットアクセスが可能）し、
プログラムを実行して、デバッガのIOコンソールのログ画面から結果を確認
します。

サンプル： SSL_OS_Scan.c
（Debugモードプロジェクトのログ）



2024年 8月

emSSHライブラリの動作確認
emPower評価用サンプルBSPプロジェクト

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.78

emSSHユーザマニュアル（オンライン）：

https://www.segger.com/doc/UM20001_emSSH.html

emSSH

SSHセキュアログイン認証

オプション：
SSH-SCPサーバ機能対応

https://www.segger.com/doc/UM20001_emSSH.html


2024年 8月

emSSHコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.79

SECURITY

 SSH_Conf.h ： SSHコンフィグレーション設定ファイル（マクロ定義） 
 SSH_X_Config.c ： SSHコンフィグレーション設定ファイル（初期化設定）
 SSH_ConfigIO.c ：デバッグコンソールIOインターフェース設定ファイル

emSSHライブラリのコンフィグレーション設定は「¥SSH¥Generic」フォルダにあります。

詳細はユーザマニュアルの情報をご参照ください。
https://www.segger.com/doc/UM20001_emSSH.html#Configuring_emSSH

テスト用の鍵データ（バイナリ）は「¥SSH¥Generic¥Keys」フォルダにあります。
 SSH_ServerKeys_DSA.c
 SSH_ServerKeys_ECDSA.c
 SSH_ServerKeys_EdDSA.c
 SSH_ServerKeys_RSA.c

ファイルシステムインターフェースドライバは「¥SSH¥Generic¥SSH_FS」フォルダにあります。
 SSH_SCP_SINK_FS_FS.c
 SSH_SCP_SOURCE_FS_FS.c

https://www.segger.com/doc/UM20001_emSSH.html#Configuring_emSSH


2024年 8月

emSSHライブラリコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.80

SECURITY

オプション設定ダイアログの左枠の「ES PRO Cortex-M → emSSH 」を選択します。
「 emSSH Library Configuration」項目からemSSH ライブラリのプロファイル（ビルドコンフィグレーション）は変更可能です。

プロジェクトビルド構成 Library Configuration

Debugモード Debug build
(Log output support)

Releaseモード Release build
(small ROM size, compact and Fast)



2024年 8月

emSSH用デモサンプルアプリケーション

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.81

SECURITY

emSSHモジュールのデモサンプルアプリケーションは「¥Application¥SSH」フォルダにあります。

Application 解説
SSH_Shell1.c SSHサーバー実装方法を示す簡単なサンプル（入力文字データをECHOします）

SSH_Shell2.c SSHサーバー実装方法を示す簡単なサンプル（コマンドラインサポートを追加）

SSH_Shell3.c SSHサーバー実装方法を示す簡単なサンプル（パスワード付きユーザー認証を追加）

SSH_Shell5.c SSHサーバー実装方法を示す簡単なサンプル（警告バナーを追加）

SSH_SCP_FS_Server.c SSH SCPサーバーのデモサンプル（ファイルシステムが必要です）

 emSSH用テストツール（PC用）



2024年 8月

emSSHデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.82

SECURITY

プロジェクト設定では「¥Application¥SSH」フォルダはビルド対象外に設定しています。
以下のどちらかの方法で動作確認を行うサンプルアプリケーションを選択します。

方法①：「SSH」フォルダ下の対象テストサンプルファイルをビ
ルド対象設定の「¥Application」フォルダ下にコピーします。
※「Project Explorer」ウインドウのファイルをマウス
Drag＆Drop操作で移動可能です。

方法②：「SSH」フォルダ下の対象テストサンプルファイルのみマウス
右クリックメニューから「ビルド対象外」の設定を解除します。

「SSH_Shell5.c」サンプルファイルをSSHフォルダ
から「Application」フォルダに移動又はコピーし
ます。

OR



2024年 8月

emSSHデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.83

SECURITY

アプリケーションサンプルを選択して「Build → Build Solution」メニュー
コマンドでプロジェクトをビルドします。

評価ボードのLANポートをテスト用パソコンに接続して、TCP/IPネットワー
ク通信が正常にできることを確認してください。
「Debug → Go (F5)」メニューコマンドでデバッグセッションを開始します。
プログラムを実行して、デバッガのIOコンソールのログ画面から結果を確認
します。

サンプル： SSH_Shell5.c
（Debugモードプロジェクトのログ）



2024年 8月

emCryptライブラリの動作確認
emPower評価用サンプルBSPプロジェクト

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.84

emCryptユーザマニュアル（オンライン）：
https://www.segger.com/doc/UM12006_emCrypt.html

emCrypt PRO

多数のアルゴリズム対応
非GPL / 非オープンソース
改ざん・データ保護のための暗号化ライブラリ
各種暗号・ハッシュアルゴリズム
認証プロトコル
鍵生成アルゴリズムなどを
ユーザアプリからAPI利用

https://www.segger.com/doc/UM12006_emCrypt.html


2024年 8月

emCryptモジュールコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.85

SECURITY

 CRYPTO_Conf.h ：emCryptモジュールのコンフィグレーション設定ファイル
 CRYPTO_X_Config_Full_CM.c：初期化設定ファイル（一般Cortex-Mマイコン用）
 CRYPTO_X_Config_SECURE_ECDSA_CM.c： emSecure ECDSAアプリケーション用emCrypt

モジュールのコンフィグレーション設定
 CRYPTO_X_Config_SECURE_RSA_CM.c： emSecure RSAアプリケーション用emCryptモ

ジュールのコンフィグレーション設定
 CRYPTO_X_Config_SSH_CM.c ：SSHアプリケーション用emCryptモジュールのコンフィグ

レーション設定
 CRYPTO_X_Config_SSL_CM.c：SSLアプリケーション用emCryptモジュールのコンフィグ

レーション設定（一般Cortex-M環境用）
 CRYPTO_X_Config_SSL_K66.c： SSLアプリケーション用emCryptモジュールのコンフィグ

レーション設定（NXP K66マイコン用）

emCryptライブラリのコンフィグレーション設定は「¥CRYPTO¥Generic」
フォルダにあります。

詳細はユーザマニュアルの情報をご参照ください。
https://www.segger.com/doc/UM12006_emCrypt.html#Configuring_emCrypt

https://www.segger.com/doc/UM12006_emCrypt.html#Configuring_emCrypt


2024年 8月

emCryptライブラリコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.86

SECURITY

オプション設定ダイアログの左枠の「ES PRO Cortex-M → emCrypt」を選択します。
「 emCrypt Library Configuration」項目からemCrypt ライブラリのプロファイル（ビルドコンフィグレーション）は変更可能です。

プロジェクトビルド構成 Library Configuration

Debugモード Debug build
(Log output support)

Releaseモード Release build
(small ROM size, compact and Fast)



2024年 8月

emCryptデモサンプルアプリケーション

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.87

SECURITY

emSecure RSA / ECDSAモジュールのデモサンプルアプリケーションは「¥Application¥SECURE」フォルダにあります。

Application 解説

SECURE_RSA_Bench_Performance RSA鍵のデジタル署名を使用してメッセージのSign・Verifyパフォーマ
ンスを確認します。

SECURE_RSA_Bench_Sign.c RSA鍵のデジタル署名を使用してSignパフォーマンスを確認します。

SECURE_RSA_Bench_Verify.c RSA鍵のデジタル署名を使用してVerifyパフォーマンスを確認します。

SECURE_ECDSA_Bench_Performance.c ECDSA鍵のデジタル署名を使用してメッセージのSign・Verifyパフォー
マンスを確認します。

SECURE_ECDSA_Bench_Sign.c ECDSA鍵のデジタル署名を使用してSignパフォーマンスを確認します。

SECURE_ECDSA_Bench_Verify.c ECDSA鍵のデジタル署名を使用してVerifyパフォーマンスを確認します。



2024年 8月

emCryptデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.88

SECURITY

プロジェクト設定では「¥Application¥CRYPTO」フォルダはビルド対象外に設定しています。
以下のどちらかの方法で動作確認を行うサンプルアプリケーションを選択します。

方法①：「CRYPTO」フォルダ下の対象テストサンプルファイル
をビルド対象設定の「¥Application」フォルダ下にコピーしま
す。※「Project Explorer」ウインドウのファイルをマウス
Drag＆Drop操作で移動可能です。

方法②：「CRYPTO」フォルダ下の対象テストサンプルファイルのみマ
ウス右クリックメニューから「ビルド対象外」の設定を解除します。

「 CRYPTO_Bench_AES.c」サンプルファイルを
CRYPTOフォルダから「Application」フォルダに
移動又はコピーします。

OR



2024年 8月

emCryptデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.89

SECURITY

アプリケーションサンプルを選択して「Build → Build Solution」メニュー
コマンドでプロジェクトをビルドします。

「Debug → Go (F5)」メニューコマンドでデバッグセッションを開始します。
プログラムを実行して、デバッガのIOコンソールのログ画面から結果を確認
します。

サンプル： CRYPTO_Bench_AES.c
（Debugモードプロジェクトのログ）



2024年 8月

圧縮・解凍機能の動作確認
emPower評価用サンプルBSPプロジェクト

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.90

emCompressユーザマニュアル（オンライン）：
https://www.segger.com/doc/UM17003_emCompress_ToGo.html
https://www.segger.com/doc/UM17001_emCompress_Embed.html

emCompress PRO
emCompress Embed
emCompress ToGo

複数CODECを付属
データサイズの削減でストレージ効率運用
データ通信の高速化
ファームウェア転送効率化

https://www.segger.com/doc/UM17003_emCompress_ToGo.html
https://www.segger.com/doc/UM17001_emCompress_Embed.html


2024年 8月

emCompress PRO/Embed/ToGoコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.91

COMPRESS

 COMPRESS_Conf.h ： emCompress Embedライブラリのコンフィグレーション設定
 CTG_Conf.h ： emCompress ToGoライブラリのコンフィグレーション設定
 COMPRESS_ConfigIO.c ：エラーのコールバック処理

emCompressライブラリのコンフィグレーション設定は「¥COMPRESS¥Generic」
フォルダにあります。



2024年 8月

emCompress PRO/Embed/ToGoライブラリコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.92

COMPRESS

オプション設定ダイアログの左枠の「ES PRO Cortex-M → COMPRESS 」を選択します。
「 emCompress Library Configuration」項目からemCompress ライブラリのプロファイル（ビルドコンフィグレーション）は変更可能です。

プロジェクトビルド構成 Library Configuration

Debugモード Debug build
(Log output support)

Releaseモード Release build
(small ROM size, compact and Fast)



2024年 8月

emCompress PRO/Embed/ToGo用デモサンプルアプリケーション

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.93

COMPRESS

emCompressモジュールのデモサンプルアプリケーションは「¥Application¥COMPRESS 」フォルダにあります。

Application 解説

CTG_BenchDecode.c emCompress ToGo APIを使用して各種転送モードでの解凍処理のパフォーマンスを
確認します

CTG_BenchEncode.c emCompress ToGo APIを使用して各種転送モードでの圧縮処理のパフォーマンスを
確認します

CTG_F2M_Decode.c Function to Memory（F2M）転送モード設定で解凍処理のパフォーマンスを確認

CTG_F2M_Encode.c Function to Memory（F2M）転送モード設定で圧縮処理のパフォーマンスを確認

CTG_M2F_Decode.c Memory to Function（M2F）転送モード設定で解凍処理のパフォーマンスを確認

CTG_M2F_Encode.c Memory to Function（M2F）転送モード設定で圧縮処理のパフォーマンスを確認

CTG_M2M_Decode.c Memory to Memory（M2M）転送モード設定で解凍処理のパフォーマンスを確認

CTG_M2M_Encode.c Memory to Memory（M2M）転送モード設定で圧縮処理のパフォーマンスを確認

 emCompress用テストツール（PC用）



2024年 8月

emCompressデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.94

COMPRESS

プロジェクト設定では「¥Application¥COMPRESS」フォルダはビルド対象外に設定しています。
以下のどちらかの方法で動作確認を行うサンプルアプリケーションを選択します。

方法①：「COMPRESS」フォルダ下の対象テストサンプルファ
イルをビルド対象設定の「¥Application」フォルダ下にコピー
します。※「Project Explorer」ウインドウのファイルをマウス
Drag＆Drop操作で移動可能です。

方法②：「COMPRESS」フォルダ下の対象テストサンプルファイルのみ
マウス右クリックメニューから「ビルド対象外」の設定を解除します。

「CTG_BenchEncode.c」サンプルファイルを
COMPRESSフォルダから「Application」フォルダ
に移動又はコピーします。

OR



2024年 8月

emCompressデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.95

COMPRESS

アプリケーションサンプルを選択して「Build → Build Solution」メニュー
コマンドでプロジェクトをビルドします。

「Debug → Go (F5)」メニューコマンドでデバッグセッションを開始します。
プログラムを実行して、デバッガのIOコンソールのログ画面から結果を確認
します。

サンプル： CTG_BenchEncode.c
（Debugモードプロジェクトのログ）



2024年 8月

Iot Toolkitライブラリの動作確認
emPower評価用サンプルBSPプロジェクト

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.96

Iot Toolkit ユーザマニュアル（オンライン）：

https://www.segger.com/doc/UM15004_IoTToolkit.html

IoT Toolkit

JSONパーサー
JSON（JavaScript Object Notation）データ処理を
簡単かつメモリ効率の良いParserライブラリ

HTTPクライアント
RESTインタフェースAPIリクエストを実行し、
返されたデータを処理します。

https://www.segger.com/doc/UM15004_IoTToolkit.html


2024年 8月

IoT Toolkitコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.97

IOT

 IOT_Conf.h：コンフィグレーション設定ファイル 
 IOT_ConfigIO.c：デバッグコンソールIOインターフェース設定ファイル

IoT Toolkitライブラリのコンフィグレーション設定は「¥IOT¥Generic」
フォルダにあります。



2024年 8月

IoT Toolkitライブラリコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.98

IOT

オプション設定ダイアログの左枠の「ES PRO Cortex-M → IOT 」を選択します。
「 IoT Toolkit Library Configuration」項目からIoT Toolkitライブラリのプロファイル（ビルドコンフィグレーション）は変更可能です。

プロジェクトビルド構成 Library Configuration

Debugモード Debug build
(Log output support)

Releaseモード Release build
(small ROM size, compact and Fast)



2024年 8月

IoT Toolkit用デモサンプルアプリケーション

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.99

IOT

IoT Toolkitモジュールのデモサンプルアプリケーションは「¥Application¥IOT 」フォルダにあります。

Application 解説
IOT_HTTP_AuthGetRequest.c 認証付きHTTPクライアントGETコマンド

IOT_HTTP_GetRequest.c HTTPクライアントのGETコマンドを実行します

IOT_HTTP_RedirectRequest.c HTTPクライアントのGETコマンドを実行して、リダイレクトリクエストを
処理します

IOT_HTTP_SecureGet.c HTTPクライアントのセキュアGETコマンドを実行します

IOT_HTTP_TestDigestAuth.c HTTPクライアント接続のダイジェスト認証の動作確認

IOT_JSON_IncrementalParse.c サンプル JSON オブジェクトを文字ごとに解析して結果をコンソールに表示
します

IOT_JSON_MakeTree.c サンプル JSON オブジェクトを解析して結果をツリー形式で表示します

IOT_JSON_PlainTrace.c サンプル JSON オブジェクトを解析して結果をコンソールに表示します

IOT_JSON_PrettyTrace.c サンプル JSON オブジェクトを解析して結果をツリー形式で表示します

 IoT Toolkit用テストツール（PC用）



2024年 8月

IoT Toolkitデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.100

IOT

プロジェクト設定では「¥Application¥IOT」フォルダはビルド対象外に設定しています。
以下のどちらかの方法で動作確認を行うサンプルアプリケーションを選択します。

方法①：「IOT」フォルダ下の対象テストサンプルファイルをビ
ルド対象設定の「¥Application」フォルダ下にコピーします。
※「Project Explorer」ウインドウのファイルをマウス
Drag＆Drop操作で移動可能です。

方法②：「IOT」フォルダ下の対象テストサンプルファイルのみマウス右
クリックメニューから「ビルド対象外」の設定を解除します。

「 IOT_HTTP_SecureGet.c 」サンプルファイルを
IOTフォルダから「Application」フォルダに移動又
はコピーします。

OR



2024年 8月

IoT Toolkitデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.101

IOT

アプリケーションサンプルを選択して「Build → Build Solution」メニュー
コマンドでプロジェクトをビルドします。

「Debug → Go (F5)」メニューコマンドでデバッグセッションを開始します。
評価ボードにLANケーブルを接続（インターネットアクセスが可能）し、
プログラムを実行して、デバッガのIOコンソールのログ画面から結果を確認
します。

サンプル： IOT_HTTP_GetRequest.c
（Debugモードプロジェクトのログ）



2024年 8月

MODBUS通信機能の動作確認
emPower評価用サンプルBSPプロジェクト

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド

emMODBUSユーザマニュアル（PDF）：

https://www.segger.com/downloads/emmodbus/UM14001_emModbus.pdf

P.102

emModbus Master / Slave

マスター・スレーブ対応
ASCII / RTU / TCP対応
産業機器通信で利用される「Modbus」規格に基づく通信を実装
カスタムFunction Code対応可能

https://www.segger.com/downloads/emmodbus/UM14001_emModbus.pdf


2024年 8月

emModbusコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.103

MODBUS

 MB_Conf.h： emModbusモジュールのコンフィグレーション設定
 MB_ConfigIO.c：デバッグコンソールIOインターフェース設定ファイル

emModbusライブラリのコンフィグレーション設定は「¥MB¥Generic」フォルダにあります。



2024年 8月

emModbusライブラリコンフィグレーション設定

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.104

MODBUS

オプション設定ダイアログの左枠の「ES PRO Cortex-M → emModbus 」を選択します。
「 emModbus Library Configuration」項目からMODBUSライブラリのプロファイル（ビルドコンフィグレーション）は変更可能です。

プロジェクトビルド構成 Library Configuration

Debugモード Debug build
(Log output support)

Releaseモード Release build
(small ROM size, compact and Fast)



2024年 8月

emModbusデモサンプルアプリケーション

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.105

MODBUS

MODBUSインターフェースのデモサンプルアプリケーションは「¥Application¥MB」フォルダにあります。

Application 解説

MB_MASTER_ASCIISample.c MODBUS/ASCIIプロトコルを使用してCOMポート経由で経由でマスタ
モード通信を確認します。

MB_MASTER_RTUSample.c MODBUS/RTUプロトコルを使用してCOMポート経由で経由でマスタ
モード通信を確認します。

MB_MASTER_TCPSample.c MODBUS/TCP プロトコルを使用してLANポート経由でマスタモード通
信を確認します。

MB_SLAVE_ASCIISample.c MODBUS/ASCIIプロトコルを使用してCOMポート経由でスレーブモード
通信を確認します。

MB_SLAVE_RTUSample.c MODBUS/RTUプロトコルを使用してCOMポート経由でスレーブモード
通信を確認します。

MB_SLAVE_TCPSample.c MODBUS/TCP プロトコルを使用してLANポート経由でスレーブモード
通信を確認します。



2024年 8月

emModbus用テストツール（PC用）

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.106

MODBUS

PC用MODBUSマスタコマンドラインツール
（emPower評価ボード側にMODBUSスレーブをテストする際に使用します）

PC用MODBUSスレーブコマンドラインツール
（emPower評価ボード側にMODBUSマスタをテストする際に使用します）



2024年 8月

emModbusデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.107

MODBUS

プロジェクト設定では「¥Application¥MB」フォルダはビルド対象外に設定しています。
以下のどちらかの方法で動作確認を行うサンプルアプリケーションを選択します。

方法①：「MB」フォルダ下の対象テストサンプルファイルを
ビルド対象設定の「¥Application」フォルダ下にコピーします。
※「Project Explorer」ウインドウのファイルをマウス
Drag＆Drop操作で移動可能です。

方法②：「MB」フォルダ下の対象テストサンプルファイルのみマウス右
クリックメニューから「ビルド対象外」の設定を解除します。

「MB_SLAVE_TCPSample.c」サンプルファイル
をMBフォルダから「Application」
フォルダに移動又はコピーします。

OR



2024年 8月

emModbusデモサンプルの動作確認方法

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.108

MODBUS

アプリケーションサンプルを選択して「Build → Build Solution」メニュー
コマンドでプロジェクトをビルドします。評価ボードのLANポートをテスト
用パソコンに接続して、TCP/IPネットワーク通信が正常にできることを確認
してください。

「Debug → Go (F5)」メニューコマンドでデバッグセッションを開始します。
プログラムを実行して、パソコン側に「Modbus_Master.exe」プログラムを起動します。
Setup：TCP、Modbus/TCP Slave = 評価ボードのIPアドレス、Slave Address = 1、Base address = 1000
評価ボードのLED表示及びパソコン側のテストプログラムの画面から結果を確認します。

サンプル： MB_SLAVE_TCPSample.c
（Debugモードプロジェクトのログ）



2024年 8月

OZONEツールからのデバッグ操作
emPower評価用サンプルBSPプロジェクト

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.109

OZONE Debugger

デバッグソフトウェア・パフォーマンス分析ツールとして利用

トレース、コードプロファイリング、コードカバレッジ分析などの様々な機能に
より、お客様アプリケーションの問題解析から、パフォーマンス分析を行う事で、
アプリケーションの非効率な動きと問題点を洗い出し、お客様のソフトウェアを
さらに価値のあるものとするサポートができます。



2024年 8月

OZONE：J-Link専用デバッグツール

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.110

DEBUG TOOL

プロジェクトを再ビルドして、「Debug → Debug with Ozone」メニューコマンドでOZONEデバッグツールを起動します。



2024年 8月

OZONE：J-Link専用デバッグツール

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.111

DEBUG TOOL
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OZONE：J-Link専用デバッグツール

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.112

DEBUG TOOL

画面左上のボタンコマンドからデバッグセッションの開始・停止は可能です。

1

2

「Tools→Trace Settings」メニューコマンドでトレス設定ダイアログ
を開き、ETB（Trace Buffer）モードを設定します。
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OZONE：J-Link専用デバッグツール

emPower評価ボード用SES-PROスタートアップ・設定ガイド P.113

DEBUG TOOL
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お気軽に以下窓口へお問い合わせください。

株式会社エンビテック
https://www.embitek.co.jp/

TEL: 03-6240-2655
FAX: 03-6240-2656

E-mail：sales@embitek.co.jp

Embedded  Deve lopment  So lut ions

試作から量産ツールまで
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